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研究シーズの専門分野

周術期看護

研究シーズのキーワード

手術看護、暗黙知、熟練看護師、看護実践能力、行動指標

研究シーズの概要

本研究は、熟練手術室看護師の「暗黙知」を可視化し、新人・中堅

看護師の教育に活用できる行動指標を作成・検証することを目的と

する。手術室では患者状態や術式、麻酔管理、多職種の動きなどが

刻々と変化するなか、熟練看護師は高度な状況認識や危険予測、優

先順位判断、チーム調整によって有害事象を未然に防いでいる。し

かし、その実践知は経験に依存する暗黙知であり、教育内容として

体系化されにくいという課題がある。そこで本研究では、半構造化

面接により暗黙知を抽出し、質的記述的分析によって構造化する。

さらに、観察可能な行動、判断の手がかり、行動の目的、教育上の

着眼点から「教育可能な行動指標案」を作成し、専門家合意形成を

通して内容妥当性や重要性、教育可能性、観察可能性を検討する。

本研究により、熟練看護師の先読みや患者擁護、チーム調整などの

実践知を共有可能な教育情報へ転換し、手術室看護教育の質向上と

安全な周術期医療を担う人材育成への貢献が期待される。

研究シーズのタイトル

「熟練手術室看護師の暗黙知の可視化に基づく教育可能な行動指標

案の作成と内容妥当性の検討」
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研究シーズの適用分野

本研究は、本学含め3大学および医療施設との共同研究です。地域の

急性期医療を支える手術室では、安全な周術期医療を担う看護人材

の育成と定着が重要である。本研究で作成する行動指標案は、大規

模施設に限らず、地域の急性期医療を支える施設における新人教

育、プリセプター教育および院内研修で活用できる基盤資料となる

と考えています。

共同研究が期待される外部機関

民間企業・団体／医療機関/大学教育機関


